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１　はじめに

　小型哺乳類は体サイズの小さい哺乳類の総称で、ジネズミ類やモグラ類などのトガリネズミ形

目Soricomorpha、ネズミ類、リス類、ヤマネ類などの齧歯目Rodentia、コウモリ類などの翼手目

Chiropteraが含まれる（本川 2008）。山口県内に生息する小型哺乳類について、翼手目は洞窟性コウ

モリを中心に長期的研究がなされ生態が明らかにされている（庫本他 1985；庫本他 1988）。また、樹

上性の齧歯目であるヤマネ科GliridaeヤマネGlirulus japonicus、リス科SciuridaeニホンモモンガPteromys 

mononga、ネズミ科MuridaeヒメネズミApodemus argenteusについては、巣箱と自動撮影カメラを用いた

調査により、生息が確認できるようになった（田中他 2010；東他 2012）。しかしながら、地中性・地

表性のトガリネズミ形目や地表性齧歯目については、わずかな調査例しかない（犬飼 1965；吉田・岡

藤 1973；村田 1996）。小型哺乳類は捕獲しない限り種の判別ができない種がほとんどであり、捕獲に

よる調査が必要である。山口県内でこれまで網羅的な捕獲調査は行われていない。小型哺乳類の生息状

況を把握するために、2015年 4 月～11月に捕獲調査を行ったので報告する。

２　方法

捕獲方法

・モグラトラップ

　小西式モグラトラップ（内径50㎜、長さ290㎜、小西製作所　石川県）を30個設置した。モグラがと

トラップ内に侵入すると仕掛けと連動し、入口のふたが落ちるようになっており、また、フタが閉まる

とシグナルが落ち、モグラの捕獲が確認できる仕組みになっている。餌は使用していない。

・シャーマントラップ

　シャーマントラップS（W5.1㎝×H6.4㎝×D16.5㎝、H.B.Sherman Trap社製）75台と、シャーマン

トラップL（W7.6㎝×H8.9㎝×D22.8㎝、H.B.Sherman Trap社製）5台の計80台を設置した。餌はピー

ナッツバターと小麦粉を混ぜたものを利用した。シャーマントラップLについては、カワネズミ捕獲用

として使用する場合は餌とし魚肉ソーセージを使用した。

・小型哺乳類用かご罠

　カワネズミ捕獲のため、渓流内にかご罠（H10㎝×W14.5㎝×D22.5㎝（株）コンパル社製　新潟県）

を19台設置した。餌はアジの切り身を使用した。

　トラップの回収は翌朝行った。捕獲した小型哺乳類はすべて持ち帰り、計測後仮剥製と骨格標本の作

1）TANAKA Hiroshi　山口県立山口博物館（動物）　〒753–0073　山口県山口市春日町8–2　
2）MATSUO Daiki　山口大学大学院共同獣医学研究科　〒753–8515 山口県大字吉田1677–1　
3）KURIHARA Nozomi   山口大学共同獣医学部　〒753–8515 山口県大字吉田1677–1　



− 46 −

製を行った。捕獲に関しては、山口

県より学術鳥獣捕獲許可を受けた。

調査地

・山口市地蔵峠～東鳳翩山（2015年

4 月 4 ・ 5 日）

　地蔵峠から東鳳翩山への登山道沿

いのモグラの坑道にモグラトラッ

プを設置した（34°13’N, 131°26’E、

標高530ｍ～690ｍ）（図 2）。

・山口市中尾西ノ浴（2015年 4 月

4 ・ 5 ・ 6 日）

　西ノ浴の吉敷川上流の渓流沿いに

かご罠とシャーマントラップＬを、森林内の斜面にシャーマントラップSを、ともに設置場

所を変え 2日間設置した（34°12’N, 131°25’E、標高300m～490m）。

・周南市鹿野上五万堂渓谷（2015年 4 月29・30日）

　五万堂渓谷駐車場への林道沿い南東側斜面の林内にシャーマントラップSと渓流内に

シャーマントラップＬを設置した（34°15’N, 131°51’E、標高520m～570m）（図 3）。

・山口市仁保上揚山仁保川上流（2015年 6 月 1 ・ 2 日）

　仁保川の上流部の渓流沿いにカワネズミの捕獲のためかご罠とシャーマントラップLを設

置した（34°15’N, 131°36’E、標高300m～440m）（図 4）。

・山口市阿東徳佐十種ヶ峰（2015年 9 月 7 ・ 8 日）

　登山道沿いの林内および周辺部にシャーマントラップS・Ｌを、登山道沿いのモグラの坑

道にモグラトラップを設置した（34°26’N, 131°41’E、標高800m～970m）（図 5）。

・岩国市錦宇佐寂地山（2015年10月25・26日）

　林道の最終地点から、登山道沿いおよび周辺の林内にシャーマントラップS・Lを、寂地山

山頂から右谷山稜線上の登山道沿いのモグラの坑道にモグラトラップを設置した（34°27’N, 

131°03’E、標高1000m～1337ｍ）。（図 5）

・萩市見島（2015年11月7・8日）

　見島中央部の瀬高山南西部の林内にシャーマントラップS・L40個、宇津西側の林内に

シャーマントラップS・L40個を設置した（34°46’N, 131°08’E、標高80m～150m）。
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図１　調査地の位置図　●は調査地の位置を示す。
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３　結果

　捕獲された小型哺乳類はトガリネズミ形目トガリネズミ科SoricidaeニホンジネズミCrocidura 

dsinezumi、モグラ科TalpidaeヒミズUrotrichus talpoide、モグラ科コウベモグラMogera woguraの 3種、

齧歯目（ネズミ目）のネズミ科アカネズミApodemus speciosus、ヒメネズミApodemus argenteus、スミス

ネズミEothenomys smithiiの 3種であった（表 1）。ヒメネズミ・アカネズミは、シャーマントラップを

設置した見島を除くすべての調査地で捕獲した。スミスネズミは寂地山山頂付近の稜線部、山口市西ノ

浴の谷部斜面と、五万堂渓谷の谷部斜面で捕獲した。コウベモグラは寂地山の稜線部、地蔵峠から東鳳

翩山への稜線部で捕獲した。十種ヶ峰ではモグラの土盛りやモグラの坑道が確認でき（図 5）、トラッ

プ内への土のつめこみなどモグラ類の活動の痕跡は多く認められたが捕獲できなかった。ヒミズは十

種ヶ峰の頂上付近と見島で捕獲でき（図 6）、ニホンジネズミは見島で捕獲されたが、他の調査地では

捕獲できなかった。トガリネズミ科カワネズミChimarrogale platycephalaは山口市西ノ浴の吉敷川上流部、

山口市仁保揚上仁保川上流部でかご罠を設置したが捕獲できなかった。

表1．　山口県における小型哺乳類の調査地と捕獲個体

捕獲地点 ニホンジネズミ カワネズミ ヒミズ コウベモグラ アカネズミ ヒメネズミ スミスネズミ 捕獲日

山口市東鳳翩山 1 1 2015年4月5日

山口市西ノ浴 n n n 2 10 1 13 2015年4月5・6日

周南市鹿野五万堂渓谷 n n 4 10 1 15 2015年4月29日

山口市仁保上揚山 n 1 1 2 2015年6月1日

山口市阿東十種ヶ峰 n 2 n 5 1 n 8 2015年9月7日

岩国市錦寂地山 n n 1 2 1 1 6 2015年10月26日

萩市見島 3 4 7 2015年11月9日

3 0 7 2 14 23 3 52

n：トラップを設置したが捕獲できなかったことを示す。

図2　山口市地蔵峠から東鳳翩山への登山道沿いの
モグラの坑道にトラップを設置し、コウベモグラを
捕獲した（2015年4月5日）

図3　周南市鹿野五万堂渓谷の林内にシャーマント
ラップを設置し、アカネズミ・ヒメネズミ・スミス
ネズミを捕獲した（2015年4月29日）
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４　考察

　アカネズミ・ヒメネズミは、シャーマントラップを設置した見島を除く各地点で捕獲できた。ともに

標高1300mを超える地点から150mの森林内に生息していることが確認できた。スミスネズミは、これ

まで山口県内での生息状況はほとんどわかっていなかったが、山口市・周南市・岩国市の 3地域の山地

で捕獲できたことより、広く生息していると考えられた。しかしながら、捕獲頭数は各地点 1頭と少な

く、アカネズミやヒメネズミに比べ、捕獲が難しかった。スミスネズミは、生サツマイモがピーナッツ

バターより誘引性が高いことが示されており（立石 2004）、また、生息環境として沢沿いの礫地を好

むことが示唆されており（飯島・土屋 2015a）、調査地内に、沢沿いの礫地を含めた捕獲地の設定と誘

引餌の見直しを行いたい。

　今回の調査では、山口県内での生息が確認されているハタネズミMicrotus montebelli、カヤネズミ

Micromys minutus、ハツカネズミMus musculusは捕獲できなかった（犬養・高安 1965；吉田・岡藤

1973）。これらの種は、田畑周辺や河川敷などの草地などに主に生息しているため、捕獲できなかった

と考えれる（飯島・土屋 2015a）。今後は山口県内の海岸近くから、農耕地や河川敷を含むエリアも調

査地に加えたい。

図4　山口市仁保揚山仁保川上流部にカワネズミ用
のかご罠を設置したが、捕獲できなかった（2015年
6月1日）

図5　岩国市錦町宇佐右谷山から寂地山への稜線部
　コウベモグラを捕獲した（2015年10月26日）

図5　山口市徳佐十種ヶ峰登山道沿いにはモグラの
土盛りが多く確認できる。

図6　萩市見島で捕獲されたヒミズ。耕作地跡の石
垣が山林内にあり、ヒミズが利用していた（2015年
11月9日）
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　寂地山と東鳳翩山でコウベモグラを捕獲したが、中国地方にはアズマモグラMogera imaizumiiが遺存

個体群として生息しており、広島県庄原市の竜王山にはコウベモグラが生息し、隣接する烏帽子山に

はアズマモグラが生息していることが確認されている（阿部 2001）。浅く岩礫の多い土壌をもつ地域

ではアズマモグラの残存個体群の生息の可能性があり、生息確認には土壌環境を含めた詳細な調査が

必要であると考えられる（阿部 2001）。また、隣接する広島県や島根県で生息が確認されているミズ

ラモグラEuroscaptor mizuraは、山口県内で生息が確認できておらず、調査を行う必要がある（田中他 

2002）。コウベモグラに比べ小型のアズマモグラとミズラモグラの捕獲方法については、種の特性を考

慮したトラップの選択と調査地の選定を行いたい（阿部 1992；飯島・土屋 2015b）。

　ヒミズは十種ヶ峰と見島で捕獲でき、ニホンジネズミは見島で捕獲できた。両種とも低地から山地に

広く生息していると考えられ、地表と落葉層の境界付近で生活するヒミズ・ニホンジネズミの行動や採

食を考慮したトラップの設置を行い、捕獲の向上に努めたい（阿部 1992；飯島・土屋 2015b）。

　見島に生息するヒミズとニホンジネズミについては、多くの研究者が見島を訪れ、両個体群の研究が

なされてきた（宮尾他 1981；阿部 2010）。コウベモグラなどのモグラ類が生息していないため、ヒミ

ズの地下適応が進み、大型化と形態変化が認められ、また、毛色の変化が指摘されており、研究地とし

て重要な位置づけがなされえている（宮尾他 1981；阿部 2010）。瀬戸内海の諸島においても、小型哺

乳類の形態変異の研究が行われており（川口 2003；高田他 2013）、蓋井島など山口県内には多くの離

島があり、小型哺乳類の生息調査と形態に関する研究を進めていきたい。

　本調査ではカワネズミが捕獲できなかった。山口県内での生息分布についてはほとんどわかってお

らず、周南市鹿野の錦川水系渋川上流での捕獲記録があるのみである（阿部 2003）。捕獲方法につい

ては近年知見が蓄積され、効率的な捕獲方法が確立されつつある（阿部 2003；藤木他 2011；齊藤他

2013）。捕獲方法の検討を行い、山口県内の各河川でのカワネズミの生息状況の把握に努めたい。
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